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寛
政
年
間
の
広
島
城
下
武
家
屋
敷
割
図

こ
こ
に
紹
介
す
る
広
島
城
下
絵
図
は
当
館
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
山
田
家
文
書
（
浅
野
家
家
中
）
の
う
ち

の
一
点
で
あ
る
。
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

表
題
は
付
い
て
い
な
い
。
内
容
は
広
島
城
下
を
八
つ

に
区
分
し
て
切
絵
図
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
の
は
町
屋
（
町
人
居

住
地
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
武
家
屋
敷
（
無
彩

色
部
分
）
は
す
べ
て
屋
敷
の
区
割
り
が
書
き
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
絵
図
が
武
家
屋
敷
割
図
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
家
老
を
除
け
ば
各
武
家
屋
敷
に
人
名
は
書

か
れ
て
お
ら
ず
、
掲
出
部
分
に
は
な
い
が
、
若
干
の

屋
敷
に
貼
紙
で
人
名
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

一
方
で
家
老
の
屋
敷
や
年
寄
屋
敷
な
ど
に
は
間け
ん

数
や

坪
数
ま
で
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
特
徴

は
こ
の
切
絵
図
の
作
成
意
図
と
も
関
係
が
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

こ
の
切
絵
図
の
作
成
年
代
は
、
書
き
込
ま
れ
た
家

老
の
名
前
か
ら
寛
政
年
間
の
後
半
（
18
世
紀
最
末
期
）

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
現
在
の
中
区
白
島
付
近
と

広
島
城
周
辺
（
基
町
）
で
あ
る
。
図
の
右
側
が
北
の

方
角
で
あ
る
。

（
長
澤
　
洋
）
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平
成
十
年
度

行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
る
行
政
文
書
・
古
文
書
保

存
管
理
講
習
会
が
、
十
月
六
日
（
火
）
に
広
島
県
情

報
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。
例
年
、
午
前
に
全
体
会

と
し
て
講
演
、
午
後
に
分
科
会
が
も
た
れ
て
き
た
が
、

今
回
は
午
前
・
午
後
を
と
お
し
て
分
科
会
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

行
政
文
書
分
科
会
で
は
、
午
前
に
、
神
奈
川
県
大や

和ま
と

市
の
鈴
木
邦
男
氏
に
「
市
町
村
行
政
文
書
の
管
理

と
文
書
館
シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
市
史
編
纂
業
務
を
す
る
か
た
わ
ら
、
文
書

館
設
立
を
展
望
し
て
、
行
政
文
書
の
選
別
収
集
を
実

施
し
て
き
た
同
氏
の
経
験
や
、
情
報
公
開
法
制
定
の

動
き
の
中
で
の
文
書
管
理
の
新
し
い
流
れ
な
ど
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
。「
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
の

説
明
責
任
」
を
果
た
す
た
め
の
ト
ー
タ
ル
な
文
書
管

理
と
い
う
氏
の
呼
び
か
け
は
、
参
加
者
に
大
き
な
感

銘
を
与
え
た
。

午
後
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
町
村
に
お
け
る
行

政
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

世
羅
町
貞
政
英
治
氏
、
大だ

い

和わ

町
住
田
博
文
氏
、
庄
原

市
武
田
敏
昭
氏
、
呉
市
津
田
文
夫
氏
の
四
人
の
パ
ネ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
お
け
る
文
書
管
理
の
現
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状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
、
県
立
文
書
館
の
安
藤

福
平
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
各
市
町
の
事
務
室
や

書
庫
に
お
け
る
文
書
管
理
の
実
情
が
ビ
デ
オ
で
紹
介

さ
れ
、
職
員
に
と
っ
て
見
慣
れ
た
風
景
と
は
い
え
、

よ
そ
の
状
況
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
と
、
好
評

で
あ
っ
た
。

古
文
書
分
科
会
で
は
、
午
前
は
、
海か

い

田た

町
ふ
る
さ

と
館
の
百
本
哲
郎
氏
か
ら
「
史
料
所
在
調
査
と
保
存

啓
発
活
動
」
と
題
し
、『
海
田
町
史
』
以
来
、
約
二

十
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
町
内
の
古
文
書
の
所

在
確
認
調
査
活
動
を
踏
ま
え
、
古
文
書
が
散
逸
・
破

損
す
る
原
因
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
（
詳
し

く
は
３
頁
参
照
）。

午
後
は
、
竹
原
書
院
図
書
館
の
幸
野
恵
美
子
氏
か

ら
、「
竹
原
市
立
竹
原
書
院
図
書
館
に
お
け
る
古
文

書
の
管
理
」
と
し
て
、
同
館
所
蔵
文
書
の
整
理
・
マ

イ
ク
ロ
撮
影
業
務
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
あ
わ
せ
て
地
域
図
書
館
と
し
て
の
古
文
書
保
存

活
動
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
た
だ
い
た
（『
文
書
館

だ
よ
り
』
11
号
参
照
）。

な
お
、
各
報
告
の
後
、
午
前
は
、
県
立
文
書
館
の

西
村
晃
が
文
書
所
在
調
査
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、

午
後
は
、
同
館
の
長
澤
洋
が
史
料
保
存
機
関
に
お
け

る
文
書
収
集
・
整
理
・
保
存
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し

た
。

今
回
は
昨
年
ま
で
と
は
異
な
り
、
市
町
村
か
ら
の

具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
の
報
告
と
な
り
、
参
加
者

か
ら
は
た
い
へ
ん
に
参
考
に
な
る
と
好
評
で
あ
っ
た
。

両
分
科
会
の
最
後
に
「
公
文
書
等
保
存
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
組
織
に
つ
い
て
」
の
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、

県
内
の
市
町
村
が
、
行
政
文
書
・
古
文
書
の
保
存
管

理
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
連
携
を
と
る
た
め
の
組

織
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
が
文
書
館

か
ら
な
さ
れ
た
。
時
間
の
関
係
で
十
分
な
論
議
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
情
報
交
換

の
場
と
し
て
必
要
」「
是
非
実
現
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
回
答
が
あ
り
、
市
町
村
職
員
の
強
い
要
望
が
感

じ
ら
れ
た
。
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県
内
史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る

史
料
所
在
調
査
と
保
存
啓
発
活
動
に
つ
い
て

海
田
町
ふ
る
さ
と
館
副
館
長

百
本
　
哲
郎

海
田
町
ふ
る
さ
と
館
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
五

月
、
歴
史
・
考
古
・
民
俗
等
の
各
分
野
に
わ
た
る
資

史
料
の
収
集
、
保
管
と
展
示
を
は
か
り
、
調
査
研
究

に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
郷
土
の
歴
史
を
学
び
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
開
館
し
ま
し
た
。

『
海
田
町
史
』（
史
料
所
在
目
録
・
資
料
編
・
通
史
編
）

編
さ
ん
時
に
収
集
し
た
諸
資
料
な
ど
が
お
も
な
保
存

資
料
で
す
。

平
成
八
年
に
町
内
の
所
蔵
者
か
ら
蔵
を
取
り
壊
す

の
で
、
資
料
を
見
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
り
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
翌
年
、
広
島
県
立
文
書
館
の
文

書
調
査
員
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
契

機
に
約
二
十
年
前
に
実
施
し
た
町
内
の
資
料
調
査
を

再
度
行
い
、
資
料
の
保
存
・
保
管
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
十
年
間
で
か
な

り
の
資
料
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
社
会
情
勢
や
生
活
様
式
の

変
化
な
ど
に
よ
り
蔵
ご
と
取
り
壊
し
た
、
②
当
主
が

死
亡
し
、
次
の
世
帯
主
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
、

③
貴
重
な
資
料
と
聞
い
て
大
事
に
し
す
ぎ
、
か
え
っ

て
保
存
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
、
④
本
来
の
所
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蔵
者
で
な
か
っ
た
た
め
返
却
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の

家
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
自
覚
に
欠
け
た
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

資
料
所
蔵
者
に
は
、
そ
の
保
存
と
活
用
を
計
る
た

め
、
①
所
蔵
者
に
資
料
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
て
、

保
存
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
、
②
資
料
は

木
箱
な
ど
に
入
れ
、
ネ
ズ
ミ
や
虫
の
害
か
ら
防
除
す

る
、
③
収
納
箱
に
は
防
虫
剤
（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）

を
入
れ
、
湿
気
の
な
い
場
所
で
保
管
す
る
、
④
資
料

を
光
に
さ
ら
さ
な
い
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
鉛
筆
な
ど
で

直
接
資
料
に
書
き
込
ま
な
い
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や

ホ
ッ
チ
キ
ス
な
ど
で
補
修
し
な
い
、
⑤
資
料
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
は
、
必
ず
借
用
書
と
そ
の
目
録
を
受

け
取
り
、
口
約
束
だ
け
で
貸
さ
な
い
、
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

現
在
一
軒
一
軒
資
料
所
在
調
査
を
行
っ
て
い
く
な

か
で
、
所
蔵
者
が
資
料
を
保
管
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
り
、
取
扱
い
に
困
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

町
教
育
委
員
会
な
ど
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
資
料
が
当
館
へ
寄
贈

寄
託
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

当
館
で
は
、
資
料
原
本
や
写
真
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、

町
の
歴
史
紹
介
や
各
種
の
展
示
を
行
い
、
所
蔵
者
だ

け
で
な
く
地
域
住
民
に
も
資
料
保
存
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
展
示
や
古

文
書
講
読
会
で
は
、
町
に
と
っ
て
貴
重
な
古
文
書
は

な
る
べ
く
原
本
展
示
す
る
こ
と
を
避
け
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
手
漉
き
和
紙
に
印
刷
す
る
レ

プ
リ
カ
を
作
成
し
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
再
調
査
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
作
成
し
整
理
す
る
こ
と
、
町
史
関
係
資
料
を
保
管

す
る
こ
と
、
古
文
書
収
蔵
庫
を
拡
張
す
る
こ
と
、
未

調
査
資
料
を
発
掘
す
る
こ
と
な
ど
多
く
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
文
書
な
ど
の
資
料
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

こ
れ
ら
が
後
世
の
人
々
に
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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益
田
家
文
書

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

寄
託
。

益
田
家
は
石
見
国
の
国
人
領
主
。
周

防
の
大
内
氏
が
石
見
国
守
護
を
兼
帯
す

る
よ
う
に
な
る
と
大
内
氏
に
従
っ
た
が
、

そ
の
滅
亡
後
は
毛
利
氏
に
仕
え
た
。
毛

利
氏
が
防
長
二
国
に
減
封
さ
れ
る
と
長

門
国
須
佐
（
山
口
県
阿
武
郡
須
佐
町
）

に
本
拠
を
移
し
、
以
後
長
州
藩
永
代
家

老
と
し
て
藩
政
を
支
え
た
。

当
館
の
複
製
資
料
は
、
益
田
家
文
書

の
中
で
も
重
要
と
さ
れ
軸
物
に
表
装
さ

れ
た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
大
内

氏
・
毛
利
氏
歴
代
な
ど
か
ら
益
田
氏
に

発
給
さ
れ
た
書
状
な
ど
一
一
六
軸
と
番

外
八
軸
。
『
益
田
家
歴
史
資
料
目
録
』

（
一
九
七
九
年
、
山
口
県
教
育
委
員
会
刊
）

に
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
八
八
〇
三
）

海
鶴
堂
日
記

尾
道
市
立
図
書
館
蔵
。

二
代
目
橋
本
吉
兵
衛
（
明
治
一
五
〜

大
正
一
二
（
一
八
八
二
〜
一
九
二
三
）、海
鶴

は
号
）
の
年
の
日
記
、
三
六
冊
。
吉
兵
衛

は
、
尾
道
の
豪
商
初
代
吉
兵
衛
（
静
娯
）

の
長
子
で
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、

一
八
歳
で
第
六
十
六
国
立
銀
行
の
取
締

役
、
三
四
年
に
は
頭
取
に
就
任
し
た
。

そ
の
間
山
陽
鉄
道
の
開
通
、
尾
道
商
業

会
議
所
創
設
に
力
を
尽
く
し
た
。
三
〇

〜
三
七
年
に
は
多
額
納
税
者
議
員
と
し

て
貴
族
院
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

「
海
鶴
堂
日
記
」
に
は
、
吉
兵
衛
の

尾
道
・
広
島
の
財
界
人
と
の
交
流
な
ど

が
描
か
れ
、
興
味
深
い
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
〇
〇
六
）

厳
島
神
社
蔵
反ほ

故ご

裏
経

う
ら
き
ょ
う

反
故
裏
経

（
反
故
紙
経
）
は
、全
五
五
巻
か
ら
な
る

鎌
倉
時
代
末
期
頃
の
写
経
（
華
厳
経
四

五
巻
、
大
集
経
八
巻
、大
集
月
蔵
経
二

巻
）。
ほ
と
ん
ど
の
経
巻
が
古
文
書
な

ど
の
「
反
故
」
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て

い
る
た
め
こ
の
名
が
あ
る
。

大
集
経
巻
二
三
の
紙
背
文
書
に
あ
る

「
平
家
物
語
」
の
断
簡
や
連
歌
懐
紙
は
、

関
係
文
献
の
う
ち
で
は
最
も
古
い
も
の

の
一
つ
と
さ
れ
、多
く
の
文
学
研
究
者

に
注
目
さ
れ
た
。戦
後
、松
岡
久
人
氏
ら

に
よ
り
、
紙し

背は
い

の
文
書
に
光
が
当
て
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
の
後
・
末
期
の
古
文
書

の
な
か
に
も
、為
替
か
わ
せ

に
関
す
る
初
期
の

文
書
だ
け
で
な
く
、
歌う
た

島し
ま

公く

文も
ん

（
備
後

国
御
調
み
つ
ぎ

郡
）
と
京
都
や
尼
崎
な
ど
畿
内

と
の
頻
繁
な
交
流
が
窺
え
る
も
の
、備

後
守
護
長
井
氏
の
被
官
と
し
て
幾
つ
も

の
荘
園
年
貢
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
も
の
、
あ
る
い
は
歌
島
近
辺

の
盛
ん
な
交
易
や
貨
幣
経
済
の
展
開
を

示
す
も
の
な
ど
、多
く
の
興
味
深
い
史

料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

歴
史
研
究
者
も
こ
れ
ら
の
文
書
に
強
い

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
公
開

さ
れ
た
の
は
紙
背
文
書
の
一
部
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。

当
館
で
は
、
経
巻
部
分
も
含
め
て
す

べ
て
を
マ
イ
ク
ロ
撮
影
し
た
。
反
故
裏

経
の
紙
背
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

文
書
数
は
、
す
べ
て
の
経
巻
を
合
わ
せ

る
と
九
三
二
通
に
も
な
る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
〇
一
二
）

田
中
家
文
書

三
原
市
立
図
書
館
蔵
。

家
老
三
原
浅
野
氏
の
給
知
、
御
調
郡
宮み
や

内う
ち

村
（
三
原
市
）
の
田
中
家
は
、
歴
代

御
調
郡
割
庄
屋
、
同
郡
下し
も

津つ

村
（
御
調

郡
久く

井い

町
）
庄
屋
な
ど
を
勤
め
た
。
田

中
満
真
は
、
割
庄
屋
の
後
、
明
治
六
年

戸
長
な
ど
を
経
て
同
二
五
年
豊
田
郡
長
、

三
三
年
高
田
郡
長
と
な
っ
た
。

田
中
家
文
書
は
、
文
化
四
〜
明
治
三

年
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
〇
）
の
割
庄
屋
御

用
留
、
明
治
七
・
八
年
「
区
内
布
令
扣
」、

天
明
七
〜
慶
応
二
年
（
一
七
八
七
〜
一
八
六

六
）
の
下
津
村
年
貢
米
「
百
姓
人
別
下

札
控
帳
」
や
「
納
庭
通
控
帳
」
な
ど
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
一
〇
三
）
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新
た
に
利
用
で
き
る
複
製
資
料

文
書
館
で
は
、
広
島
県
内
外
の
県
に
関
す
る
文
書
資
料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
撮
影
収
集
し
、
Ｂ
５
版
Ｃ
Ｈ
ペ
ー
パ
ー
や
コ
ピ
ー
用
紙
に
焼
き
付
け
た
上
、
製

本
し
て
複
製
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
複
製
資
料
に
は
、
広

島
県
史
編
さ
ん
室
が
収
集
し
た
も
の
と
、
文
書
館
開
館
後
に
収
集
し
た
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。
県
史
が
収
集
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、『
広
島
県
立
文
書
館
複
製
資
料

目
録
』
第
一
〜
三
集
を
刊
行
し
て
い
ま
す
が
、
開
館
後
に
収
集
し
た
も
の
は
、
広

島
市
東
区
・
不
動
院
文
書
目
録
（『
広
島
県
立
文
書
館
複
製
資
料
目
録
』
第
四
集
）

以
外
は
、
検
索
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
、
仮
目
録
を
当
館
閲
覧

室
に
備
え
付
け
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
複
製
資
料
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。



井
上
家
郷ご
う

惣そ
う

代だ
い

文
書

山や
ま

県が
た

郡
加か

計け

町

遅お
そ

越ご
え

、
井
上
文
夫
氏
蔵
。
井
上
家
は
、
江

戸
時
代
に
は
庄
屋
や
組
頭
な
ど
を
勤
め
、

明
治
以
降
も
同
町
の
町
会
議
員
、
町
長
、

山
県
郡
の
郡
会
議
員
な
ど
の
要
職
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）

以
前
か
ら
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
ま

で
遅
越
の
郷
惣
代
（
区
長
・
部
落
長
）

を
勤
め
、
行
政
の
最
末
端
と
し
て
地
域

の
住
民
と
接
し
た
。

井
上
家
に
は
、
町
役
場
や
農
会
・
軍

人
会
な
ど
か
ら
郷
惣
代
宛
に
送
ら
れ
て

き
た
通
知
や
照
会
の
文
書
を
、
年
度
ご

と
に
ま
と
め
た
五
二
綴
（
一
部
欠
）
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
加
計

町
役
場
な
ど
公
的
機
関
の
文
書
に
は
確

認
で
き
な
い
も
の
も
多
数
あ
り
、
近
現

代
の
文
書
行
政
を
解
明
す
る
好
素
材
と

な
る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
二
〇
五
）

広
島
県
勧
業
年
報

明
治
九
年（
一
八
七

六
）
に
創
設
さ
れ
た
広
島
県
勧
業
課

（
一
九
年
農
商
課
と
改
称
）
が
、
一
五

年
か
ら
毎
年
刊
行
し
た
、
県
下
の
経

済
・
勧
業
に
関
す
る
統
計
資
料
。
四
三

年
第
二
九
回
ま
で
続
い
た
が
、
四
四
年

か
ら
は
『
広
島
県
統
計
書
』
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
。
な
お
、『
広
島
県
統
計
書
』

は
明
治
一
四
〜
昭
和
一
三
年
が
あ
る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
三
〇
五
）

山や
ま

科し
な

家
文
書

山
科
家
は
、
御
調
郡
久く

井い

町
江え

木ぎ

に
鎮
座
す
る
久
井
稲
生
い
な
り

神
社

宮
座
の
う
ち
、
領
家
座
の
御お

頭と
う

触ぶ
れ

付
頭

を
つ
と
め
る
。
山
科
家
文
書
は
、
一
部

『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
に

掲
載
さ
れ
た
が
、
小
早
川
隆
景
重
臣
か

ら
稲
生
神
社
祝
白
貞
光
四
郎
三
郎
に
宛

て
ら
れ
た
天
文
二
三
年（
一
五
五
四
）の
文

書
な
ど
を
新
た
に
撮
影
し
た
。
こ
の
ほ

か
同
社
祭
礼
、
荒
神
神
楽
に
関
す
る
文

書
、享
保
二
年（
一
七
一
七
）以
降
、御
調
郡

江
木
村
甚
兵
衛
宛
て
の
年
貢
下さ
げ

札ふ
だ

綴
な

ど
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
三
〇
七
）

井
上
家
文
書

井
上
鴻
三
氏
蔵
。
高
田

郡
佐さ

々さ

井い

村
（
高
田
郡
八
千
代
町
）。

井
上
家
は
、
毛
利
元
就
に
誅
戮
さ
れ

た
井
上
元
兼
の
弟
就
正
の
後
裔
と
伝
え

ら
れ
る
。
近
世
は
佐
々
井
村
で
組
頭
や

庄
屋
、
明
治
年
間
に
は
区
用
係
、
大
組

総
代
、
聯
合
村
会
議
員
な
ど
を
勤
め
た
。

井
上
家
文
書
三
三
〇
件
は
、
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）「
佐
々
井
村
差
出
帳
」、
享

保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
土は

師じ

村
「
御
山

腰
林
帳
」
な
ど
一
部
を
除
き
、
明
治
三

〇
年
代
ま
で
の
証
文
類
な
ど
一
紙
の
私

文
書
類
が
多
い
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
三
〇
八
）

箕み
の

岡お
か

家
文
書

三
次
市
立
図
書
館
蔵
。

箕
岡
家
（
嶋
屋
）
は
三
次
町
大
年
寄
。

享
保
一
三
（
一
七
二
八
）
〜
一
五
年
、
明

和
五
（
一
七
六
八
）〜
七
年
、
享
和
四
年

（
一
八
〇
四
）、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
〜
七

年
の
大
年
寄
「
御
用
日
記
」
の
ほ
か
、

大
町
年
寄
の
役
用
に
関
す
る
文
書
な
ど
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
四
二
一
）

伴ば
ん

資す
け

健ゆ
き

日
記

伴
資
信
氏
蔵
。
伴
資
健

（
一
八
三
五
〜
一
九
一
三
）
は
広
島
藩
勘
定

奉
行
、
廃
藩
置
県
の
後
、
賀
茂
郡
長
な

ど
を
経
て
、
明
治
二
二
年
（
一
九
八
九
）

か
ら
二
八
年
に
か
け
て
第
二
代
広
島
市

長
を
勤
め
た
。
こ
の
間
に
日
清
戦
争
で

広
島
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、

兵
士
の
宿
泊
斡
旋
や
宇
品
線
建
設
に
力

を
尽
く
し
た
。
ま
た
、
軍
用
水
道
の
広

島
市
へ
の
無
償
貸
与
を
成
功
さ
せ
、
上

水
道
布
設
を
実
現
し
て
い
る
。

伴
は
若
く
か
ら
細
か
く
日
記
を
つ
け
、

戦
災
な
ど
で
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
が

文
久
三
、
明
治
六
、
一
五
、
二
三
〜
二

六
、
二
八
、
三
二
、
三
三
、
三
七
、
三

九
、
四
一
〜
四
三
年
の
日
記
が
現
在
ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
伴
が
関
係
し
た
広
島
藩

贋
金
事
件
や
、
明
治
二
三
年
の
賞
典
禄

事
件
の
資
料
な
ど
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
六
〇
九
）

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
文
書

当
館
で
は
、
戦
前
の
県
の
行
政
文
書

の
欠
を
補
う
た
め
行
政
文
書
補
完
事
業

と
し
て
、
県
の
内
外
か
ら
史
料
を
収
集

し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
の

公
文
書
に
も
着
目
し
て
い
る
。

防
衛
庁
に
は
「
大
日
記
」
と
総
称
さ

れ
る
陸
軍
省
の
公
文
書
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
広
島
県
に
関
わ
る
史
料
を
抽
出

し
て
マ
イ
ク
ロ
化
し
て
い
る
。
現
在
、

「
密
大
日
記
」
明
治
二
六
年
〜
三
〇
年
、

「
壱
大
日
記
」
同
二
七
年
七
月
〜
四
一

年
が
閲
覧
で
き
る
。

広
島
は
、
日
清
戦
争
を
機
に
海
外
へ

の
派
兵
拠
点
・
兵へ
い

站た
ん

基
地
と
し
て
発
展

し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
史
料
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も
あ
る
。
前
頁
の
写
真
は
、
広
島
軍
用

水
道
布
設
に
関
す
る
史
料
で
、
陸
軍
省

が
大
蔵
大
臣
に
了
解
を
求
め
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
広
島
市
ハ
宇
品

港
ト
并
ヒ
兵
略
上
ノ
一
策
源
地
」
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
同
市
の
飲
料
水
が
汚

悪
で
悪
疫
蔓
延
の
媒
介
を
な
し
陸
軍
を

危き

殆と
く

に
陥
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
の

で
、
水
道
の
布
設
は
急
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
軍
用
水
道
布
設
費
を
臨
時
軍
事
費

（
日
清
戦
争
の
戦
費
）よ
り
支
出
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
全
国
的
に
も
早
い

時
期
に
広
島
市
に
上
水
道
が
布
設
さ
れ

た
裏
面
史
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
で
あ

る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
七
〇
二
）

忠
海
た
だ
の
う
み
･
荒あ
ら

木き

家
と
羽は

白じ
ろ

家
の
客
船
帳

三
原
と
竹
原
の
間
、
瀬
戸
内
海
に
面
す

る
豊
田
郡
忠
海
港
（
竹
原
市
）
は
、
三

次
藩
領
で
、
同
藩
が
船
入
堀
を
築
調
し
、

蔵
米
・
諸
物
産
の
積
出
港
と
な
っ
た
。

三
次
藩
廃
絶
後
は
広
島
藩
領
、
西
廻
り

航
路
諸
廻
船
の
重
要
な
寄
港
地
と
し
て

繁
栄
し
た
。

廻
船
商
事
問
屋
を
営
ん
だ
荒
木
家

（
浜
胡

は
ま
え
び
す

屋
）
と
羽
白
家
（
江
戸
屋
）
に
は
、

い
ず
れ
も
取
引
先
の
獲
得
を
競
い
合
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
分
厚
い
「
御
客
船
帳
」

が
残
さ
れ
て
い
る
。
得
意
先
の
入
港
月

日
・
港
名
・
船
名
・
船
頭
名
・
交
易
品

名
が
記
さ
れ
た
こ
の
客
船
帳
に
は
、
い

ず
れ
も
化
政
期
か
ら
明
治
一
〇
年
ご
ろ

に
か
け
て
、
東
は
尾
張
、
西
は
九
州
、

松
前
・
出
羽
か
ら
北
陸
・
山
陰
の
日
本

海
沿
岸
、
中
国
・
四
国
の
瀬
戸
内
海
沿

岸
諸
港
か
ら
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
船
数
・
船
頭
数
は
、
荒
木

家
は
四
〇
カ
国
、
三
、
一
三
〇
艘
、
五
、

二
六
六
名
、
羽
白
家
は
三
七
カ
国
、
二
、

二
四
四
艘
、
七
、
〇
九
〇
名
に
の
ぼ
る
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
八
〇
一
・
九
八
〇
二
）

灌か
ん

園え
ん

坊ぼ
う

清
溢
日
記

忠
海
の
浄
土
真

宗
・
西さ
い

養よ
う

寺じ

蔵
。
清
溢
（
一
七
九
六
〜
一
八

五
九
）
は
西
養
寺
住
職
で
、
池
坊
華
道

の
達
人
。
西
国
・
九
州
を
巡
回
し
て
流

派
を
広
め
た
ほ
か
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）、
御
朱
印
改
御
用
の
た
め
家
元
池
坊

代
理
と
し
て
江
戸
に
上
り
、
そ
の
名
を

高
め
た
。
日
記
は
、
こ
の
嘉
永
七
年
二

冊
と
安
政
六
年
一
冊
の
計
三
冊
。

（
請
求
記
号
　
Ｐ
九
八
〇
三
）

広島県立文書館だより 13号

―　―6

荒木家の「御客船帳」

国名
荒木家 羽白家

船数 船頭数 船数 船頭数
尾張 12 13 30 41
紀伊 19 49 18 83
和泉 9 22 8 49
摂津 52 101 53 127
播磨 74 269 62 283
備前 132 199
備中 117 208
備後 104 292 33 125
安芸 324 801 5 134
周防 269 413 143 668
長門 111 168 98 418
石見 84 111 119 261
出雲 51 56 183 346
隠岐 7 7 27 50
因幡 24 28 24 91
但馬 6 9 45 112
丹後 12 14 8 28
加賀 34 39 111 178
能登 22 23 25 45
越中 24 25 36 44
越前 26 28 33 52
越後 23 30 174 330
若狭 5 7
佐渡 12 14 9 19
出羽 1 2 4 6
松前 5 5
淡路 60 75 41 166
阿波 68 86 52 310
讃岐 179 254 76 914
伊予 544 933 184 649
土佐 26 39 46 78
豊後 413 533 224 637
豊前 45 62 36 84
肥前 88 114 105 254
肥後 15 26 20 42
筑前 23 50 67 165
筑後 7 10
日向 52 75 64 171
薩摩 15 29 26 56
壱岐 20 28 17 19
対馬 21 26 33 48
合計 3130 5266 2244 7090

荒木家と羽白家の得意先



〈
他
館
の
紹
介
⑤
〉

沖
縄
県
公
文
書
館

沖
縄
県
公
文
書
館
は
、
都
道
府
県
の
文
書
館
と
し

て
は
最
も
新
し
い
平
成
七
年
八
月
に
開
館
し
た
。
そ

の
設
備
は
非
常
に
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
物
は
地
上
四
階
・
地
下
一
階
で
、
閲
覧
棟
と
管

理
棟
に
分
か
れ
て
お
り
、
屋
根
は
沖
縄
の
伝
統
的
な

赤
瓦
で
葺
か
れ
た
立
派
な
外
観
で
あ
る
。
閲
覧
棟
に

は
、
閲
覧
室
・
展
示
室
・
研
修
室
の
ほ
か
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
も
あ
る
。
管
理
棟
に
は
、
書
庫
を
中
心
に
事

務
室
・
史
料
編
集
室
・
製
本
補
修
室
な
ど
が
あ
り
、

各
室
と
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
と
設
備
を
も
っ
て
い
る
。

と
く
に
書
庫
は
１
号
か
ら
11
号
ま
で
あ
り
、
総
面
積

は
三
二
三
五
㎡
と
い
う
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

規
模
を
誇
る
。
書
架
延
長
も
三
四
㎞
あ
り
、
こ
れ
は

広
島
県
立
文
書
館
の
三
・
五
倍
で
あ
る
。
ま
た
、
地

下
一
階
に
は
、
選
別
前
の
行
政
文
書
を
保
管
す
る
中

間
書
庫
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

収
蔵
文
書
の
中
で
、
最
大
の
も
の
は
琉
球
政
府
文

書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
米
国
政
府
の
統
治
下
に

あ
っ
た
時
期
の
沖
縄
の
行
政
文
書
で
あ
り
、
約
一
五

万
簿
冊
あ
る
。
ほ
か
に
、
県
か
ら
引
き
継
が
れ
る
行

政
文
書
や
行
政
刊
行
物
、
あ
る
い
は
地
図
・
新
聞
・

映
像
資
料
な
ど
、
沖
縄
の
歴
史
を
理
解
す
る
う
え
で
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重
要
な
資
料
を
収
蔵
・
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖

縄
を
統
治
し
た
軍
政
府
お
よ
び
琉
球
列
島
米
国
民
政

府
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ

ユ

ー

ス

カ

ー

）
が
作
成
し
た
沖
縄
占
領
関
係
の

英
文
資
料
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
、
米
国
立
公
文
書
館

蔵
）
の
マ
イ
ク
ロ
収
集
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
琉
球

王
国
時
代
の
古
文
書
（
主
に
中
国
の
も
の
）
の
レ
プ

リ
カ
も
収
集
し
て
い
る
。

資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
閲
覧
室
内
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
個

人
情
報
の
有
無
や
保
存
上
の
問
題
に
つ
い
て
一
五
〜

三
〇
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
、
誰
で

も
す
ぐ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

参
考
資
料
室
に
は
行
政
刊
行
物
や
マ
イ
ク
ロ
の
複
製

本
・
参
考
図
書
・
地
図
・
新
聞
が
配
架
さ
れ
て
お
り
、

自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
館
は
、
ま
さ
に
文
書
館
の
理
念
に
忠
実
に
基
づ

い
た
施
設
で
あ
り
、
同
じ
都
道
府
県
の
文
書
館
で
も

設
備
・
運
営
面
で
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
如

実
に
示
し
て
い
る
。
先
発
の
文
書
館
に
は
、
こ
う
し

た
先
進
的
な
館
の
機
能
に
学
び
、
採
り
入
れ
る
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
西
向
宏
介
）

収
蔵
文
書
目
録
刊
行
の
お
知
ら
せ

『
広
島
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
』
第
六
集

広
島
県
山
県
郡
芸
北
町
役
場
文
書
（
２
）

（
雄お

鹿が

原わ
ら

村
役
場
文
書
・
八や

幡わ
た

村
役
場
文
書
）

第
五
集
の
美
和
村
役
場
文
書
・
中
野
村
役
場
文

書
に
続
き
、
昭
和
31
年
に
合
併
し
芸
北
町
と
な
っ

た
旧
四
村
の
う
ち
雄
鹿
原
村
・
八
幡
村
役
場
文
書

の
目
録
で
す
。
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展
示
室
で
は
、
収
蔵
文
書
展
な
ど
の
期
間
の
合
間

を
利
用
し
て
常
設
展
「
古
文
書
へ
の
招
待
―
村
方
文

書
と
武
家
文
書
―
」
を
開
催
し
て
い
る
。
文
書
館
の

本
来
の
業
務
は
文
書
の
収
集
・
保
存
・
閲
覧
で
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
県
民
の
方
々
に
文
書
保
存

の
大
切
さ
や
文
書
館
の
業
務
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
常
設
展
は
文
書
の
レ
プ
リ
カ
が
中
心
で
あ
る

が
、
そ
の
一
角
に
、
新
し
く
寄
贈
さ
れ
た
文
書
な
ど

の
実
物
を
紹
介
す
る
「
収
蔵
文
書
の
紹
介
」
コ
ー
ナ

ー
を
置
い
て
い
る
。

ス
ペ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
文
書
点

数
は
一
〇
点
程

度
で
、
十
分
な

広
報
活
動
も
で

き
な
い
が
、
中

世
・
近
世
文
書

で
は
、
古
文
書

を
読
め
な
い
人

の
た
め
に
解
読

文
や
分
か
り
や
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す
い
解
説
を
つ
け
た
り
、
で
き
る
だ
け
視
覚
に
も
訴

え
る
展
示
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。

文
書
を
保
存
す
る
立
場
か
ら
、
約
二
ヶ
月
で
展
示

替
え
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
九
年
度
と
十

年
度
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

〔
九
年
度
〕

１
月
９
日
〜
５
月
８
日

「
絵
葉
書
に
み
る
広
島
の
面
影
」

５
月
９
日
〜
８
月
７
日

「
番
付
、
引
札
、
新
聞
、
博
覧
会
―
広
告
の
系
譜

―
」

８
月
８
日
〜
９
月
18
日

「
戦
場
へ
駆
り
出
さ
れ
た
農
兵
た
ち
―
世
羅
郡
西

上
原
村
極
楽
寺
文
書
か
ら
―
」

12
月
３
日
〜
３
月
14
日

「
文
書
で
綴
る
保
田
八
十
吉
の
生
涯
」

〔
十
年
度
〕

３
月
23
日
〜
４
月
30
日

「
三
吉
少
納
言
房
覚
弁
の
活
躍
と
文
書
」

５
月
７
日
〜
７
月
９
日
　

「
今
堀
誠
二
文
書
―
平
和
運
動
へ
の
証
言
」

７
月
10
日
〜
９
月
22
日

「
広
島
藩
士
山
田
家
文
書
」

12
月
８
日
〜

「
広
島
藩
の
鷹
匠
奥
田
家
と
そ
の
文
書
」
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広
島
県
立
文も
ん

書じ
ょ

館か
ん

だ
よ
り
　
第
十
三
号

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

三
月
二
十
五
日
発
行

編
集
発
行
　
広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電
話
　
〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

印
刷
　
中
本
総
合
印
刷
株
式
会
社

利
用
案
内

■
開
館
時
間

＊
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時

＊
土
曜
日
　
　
　
９
時
〜
12
時

■
休
館
日

＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
振
替
休
日

＊
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

＊
交
通
　
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
よ
り
バ
ス
（
広
島
港
行

き
）
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由
宇
品
行
き
）

い
ず
れ
も
、
広
電
本
社
前
下
車
約
五
百
ｍ

広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

常
設
展
「
収
蔵
文
書
の
紹
介
」
コ
ー
ナ
ー


